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注l …拙稿「長安の太清観
の道士とその道教ー史崇玄
と張万福を中心に」『専修
大学人文科学年報』、第43

号、109~136頁、2013
年 3月。 この論文で東 明
観についても略述した。「道
教の新羅東偲と長安の道観
-「皇甫奉謡墓誌」を中心
に」日本道教学会『東方宗
教』第122号、1 ~33頁、
2013年11月。 この論文
では玄真観について論じ
た。

注2・・・ 『長安志』巻10「次
南普寧坊。 南街西出通開遠
門。 坊西街有漢太學餘趾。
其地本長安故城南安門 之
外。 次東漢辟薙。 次東漢明
堂。 二所並磨滅無復餘跡。
東南隅，東明観。 頸慶元年，
孝敬升儲所立。 街東之北蓋
化寺。 隋開皇五年， 沙門善
吉所立。 北家崇五丈， 不詳
姓名。 西南隅， 太尉英國公
李勅宅。 北門之西， 司農
卿茸機宅。 西北隅， 祇祠」。
辛徳勇・郎潔点校『長安志・
長安志図』映西出版伝媒集
団・三秦出版社、2013年、
340頁。

注3… 『唐両京城坊考』「顕
慶元年， 孝敬升儲後所立」。
李健超『増訂唐両京城坊

考』三秦出版社、2006年、
244頁。

唐の長安城に存在した道観およびそこに所属した道士たちの具体的な様相、

それら相互の関係、 地方とくに洞天に存在した道観およびそこに所属した道士

との関係、 その道教文化的な役割といった諸問題について、 個別の道観に関わ

る史料を収集して検討を加える必要がある叫本稿では、 そのうち東明観につ

いて論述する。

東明観の由来

『長安志』•2および『唐両京城坊考』•3では、東明観の所在を普寧坊東南隅とし、

高宗と則天武后のあいだの子である李弘が顕慶元年(656)に太子とされたの

に合わせて建てられたとする（死後に孝敬皇帝とされる）。『唐会要』は普寧坊

の東南隅のことはいわないが、 建立については同様である ”。

この道観についてBarrettは、 長安城の西側にある西華観と対照させて建て

られ、 両者で神仙世界における西華殿と東明殿を象徴していると解釈している

•5。 これを承けて江鉦林は、 東明観が顕慶元年に新たに建てられたとき、 西華

観の位置と長安城の横軸線上で対照となるよう配置され、 陶弘景の『洞玄霊宝

真霊位業図』にもとづいて、 西華と東明は、 それぞれ元始天尊の左位の西華高

上虚皇道君と東明高上虚皇道君を象徴しているとする冗

しかし、 西華高上虚皇道君と東明高上虚皇道君が元始天尊を軸にそれぞれ左

位と右位にあるなら対照的に配置する根拠になるが、 『洞玄霊宝真霊位業図』

では両者とも元始天尊の左位にあり、 長安城の中心軸について対照に配置され

ているのと合致しない。 神仙世界の用語が道観名に使われていることは確かだ

が、 東明観より西華観が先に建設されているので、 当初から両者を対照的に考

えていたとは考えにくい。 Barrettは、 東明観は西明寺とのかねあいも考慮す

べきであると指摘している。

Barrettらが使っていない史料として、 『大唐大慈恩寺三蔵法師伝』巻10が

ある。 それによれば、 顕慶元年に延康坊に仏寺と道観を建てるはずだったが、

玄奨が用地を調査して足りないことを奏上し、 結局、 仏寺を優先して、 道観は

あらためて普寧坊に建てた、 という。 この普寧坊の道観とは東明観にほかなら

ない。
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顕慶三年正月、 駕して東都より西京に還れば、 法師（玄奨） もまた随って

還る。 秋七月に再び勅有りて、 法師は徒って西明寺に居る。 寺は（顕慶）

元年秋八月戊子十九日に造る。 先に勅有りて曰く「延康坊の渡王の故宅を

以て、 皇太子（李弘） の為に分けて観と寺と各おのーを造らん」と。 法師

に命じて其の処を案行せしむ。 還って奏するに 「地窄く両所を容れず」と。

是に於いて総べて用て寺を営む。 其の観は改めて普寧坊に就く。 例って先

に寺を造る。 其の年（顕慶三年）夏六月に営造の功は畢れり冗

これによれば、 東明観はもともと西明寺とペアで同じ延康坊に建てる計画

だったのである。 したがって東明観という名称は、 西華観との対照ではなく、

西明寺との対照で考えられたものというべきである。 つまり道教は東の明智、

仏教は西の明智という両立を意味するのだろう。 その建立の勅命は西明寺と同

じ顕慶元年に下ったのだが、 別の坊に移ったのだから、 着工は少し後になった

と考えられる。

『唐両京城坊考』によれば、 東明観は殿堂が広くて廊下が長く、 廊下には図

画彫刻が施され、その規模と出来は比肩できる道観がないほどだった。 その「規

度は西明の制に倣う」、つまり西明寺に準じて設計されたという冗したがって、

西明寺の建築は東明観の建築を考える参考になる。

西明寺は延康坊の西南部にあった。 その建築に ついては、 『大唐大慈恩寺三蔵

法師伝』巻 10 に次のようにある。

其の寺（西明寺） の面は三百五十歩、 周囲は数里。 左右には通衛あり、 腹

背には鷹落あり。 青椀其の外に列し、禄水其の間に亘りて、壼壼耽耽たり。

都邑の仁祠には、此を最と為すなり。 而も廊殿楼台、 飛驚して漢に接し（天

にとどかんばかりに高い）、 金鋪藻棟、 眩目して霞に暉く（一面にかがや

かしい）。 凡そ十院有り、 屋は四千余間。 荘厳の盛んなること、 梁の同泰

（梁代を代表する同泰寺）、 魏の永寧（北魏洛陽の永寧寺） と雖ども、 及ぶ

能わざる所なり
．，

0

中国社会科学院考古研究所西安唐城工作隊の 1990 年の発掘によれば、 延康

坊は東西 1020 メ ー トル、南北 520 メ ー トルあり、西明寺は東西が約 500 メ ー

トル、 南北が約 250 メ ー トルで、 当該坊の4分の 1 の面積に当たる、 約 12.5

万平方メ ー トルを占有しており、 『大慈恩寺三蔵法師伝』の記述にほぼ一致す

るという
＊

IO。 東明観がこれと同様な規模を持ち、 同数の建築物を擁していた

と断定はできないが、 これに「倣う」 というからには、 ある程度は共通してい

たのであろう
＊II。 以上のことから東明観は、 高宗の勅命で建立された、 豪華

注 4…『唐会要』巻 50 「普
寧坊。 顕慶元年， 孝敬升儲
後所立」。 牛継清校証『唐
会要校証』映西出版伝媒集
団・三秦出版社、 2012 年、
741 頁。

注 5···T.H.Barrett,
Tao ism under the T'ang, 
Wellsweep Press, 1996, 

pp .30 

注 6…江鉦林「唐長安西華
観考 兼論唐朝前期長安
道教宗趣変化与皇室之連
繋」『弘道』2014 年第 3 期、
総第 60 期、 53~62 頁。

注 7… 『大唐大慈恩寺三蔵
法師伝』巻 10 「顕慶三年
正月， 駕自東都還西京。法
師亦随還。秋七月再有 勅。
法師徒居西明寺。 寺以元年
秋八月戊子十九日造。先有

勅曰：以延康坊液王故宅，
為皇太子分造観寺各ー。命
法師案行其虚。 還奏地窄不
容雨所。 於是穂用螢寺。 其
観改就普寧坊。｛乃先造寺。
其年夏六月螢造功畢。」『大
正新修大蔵経』第 50 巻、
2053 、 275 頁。

注 8…『両京城坊考』「規
度侑西明之制， 長廊廣殿，
闘蓋離刻， 道家舘含， 無以
為比」。 李健超『増訂両京
城坊考』 244 頁。

注 9・・・『 大 唐 大慈恩寺三
蔵法師伝』巻 10 「其寺面
三百五十歩。 周園数里。 左
右通衛腹背脳落。 青椀列其
外。涼水亘其間。壺壺耽耽。
都邑仁祠。 此為最也。 而廊
殿棲嘉飛驚接漢。 金鋪藻棟
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眩日暉霞。 凡有十院屋四千
餘間。荘厳之盛。雖梁之同
泰。魏之永寧。所不能及也」。
同前。

注 10…李健超 2006 年前
掲書による。

注 11…よく知られている
ように、 西明寺の設計は入
唐した道慈が密かに写し
取り、 養老二年 (718 年）
に帰朝して将来され、 奈良
の大安寺の伽藍設計に参照
されたという。 この説は、
古いところでは 「大安寺緑
起」（寛平 7 年、 895 年）
にみえる。 もしこれが事実
だとすれば、 大安寺の設計
から東明観の設計も類推で
きることになるが、 その信
憑性は疑わしい。 堀池春峰
「入唐留学僧と長安・西明
寺」『日本宗教史論集』笠
原一男博士還暦記念会編、
吉川弘文館、 1976 年、 95

~130 頁。

注 12 ・ ・ ・ 『長安志』「頸慶
元年高宗為孝敬太子病癒所
立」。 同前。

注 13…『集古今仏道論衡』
巻丁「顕慶二年六月……至
十三日清旦，帝御安福門上。
郡公僚佐備列干下。 内出繍
像長施， 高廣驚於視聴……

尋即下勅。 追僧道士各七人
入上幸百福殿。 内官引僧在
東道士在西。 倶時上殿。
帝曰「佛道二教同錨一善。
然則梵境虚寂為於無為。 玄
門深奥徳於不徳。 師等栖誠
碧落，學照古今。 志契賣坊，
業光空有。 可共談名理以相
啓沃」。 慧立奉封……時清
都観道士張恵元奏云「周之
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絢爛で巨大な権威的道観だったといえる。

両者の名称は東西対称となっているが、 東明観の移動後の所在地点は、 西明

寺と長安城の中心軸で東西対称にはなっていない。西明寺は、 『長安志』によ

れば、 顕慶元年に高宗が太子たる李弘の病気平癒を祈願して建立した寺院であ
る

・12。東明観も本来、 そのときに建設されるはずだったのだから、 やはり太

子李弘の病気平癒を祈願する狙いがこめられていたと考えられる。 その竣工の

時期について、 前掲の 『大唐大慈恩寺三蔵法師伝』 巻 10によれば、 西明寺は

顕慶 3 年 6月に竣工したとあるから、 東明観も同じころであろう。他の参考
としては、『集古今仏道論衡』巻 丁に次のようにある。

顕慶二年（ママ） 六月……十三日清旦に至り、帝は安福門の上に御す。郡公

僚佐は備さに下に列す。 内より繍像と長膳を出し、 高さ広さは視聴のもの

に驚かる・・…尋いで即ち勅を下す。追って僧と道士各おの七人をば入らし

めて上は百福殿に幸す。内官は引いて僧は東に在り、 道士は西に在り。時

を倶にして殿に上る。帝曰はく「仏道二教は同に一善に帰す……共に名理

を談じて以て相い啓沃すべし（相互に忌憚ない意見を述べよ） 」。慧立は奉っ

て到う……時に清都観の道士たる張恵元は奏して云う、「周の宗盟には異

姓を後と為す。陛下は柱下を宗承す（李氏皇帝は老子を受け継いでいる）。

今日義を竪つるに、 道士をば先とせざるを得ず。又た夷夏の同じからざる

は、客主の位の別なり。望むらくは道士をば先に上座とせんことを請う」と。

帝は沈獣すること之を久しくす
・13

0

この引用文冒頭に「顕慶二年」とあるが、 『釈氏稽古略』はこの件を引いて

「顕慶三年 」とし、 論議の全文は道宣の 『論衡』（『集古今仏道論衡』） の載せる

ところなりという •14。 つまりこれは、 顕慶 3 年(658)6月 12 日の西明寺落

成の記念行事を、 同寺の僧の道宣（596~667)が記したものである。落成

の翌朝、 高宗が安福門に立って群衆に答え、 巨大な繍像と長膳を開示するデモ

ンス トレーションをおこなったあと、 仏僧と道士を東西に配して（ここでは仏

教が東、道教が西） 論議させた。 そのときの道教側代表の一人たる張恵元は 「清

都観道士」とされている。ところが、 同じ『集古今仏道論衡』に顕慶 3 年 1 1

月のこととして張恵元の名前があげられ、「東明観道士」とされている
・15。西

明寺落成における道仏論議が6月で、 それから5ヶ月後の論議で所属道観が

変わっている。これによれば、 東明観の落成は西明寺に少し遅れるが、 顕慶3

年冬にはすでに存在したことになる
＊16

0

この 『集古今仏道論衡』 によれば、 高宗は西明寺と東明観を仏教と道教を代

表する仏寺と道観とみており、「仏道二教は同に一善に帰す」 という思想にも

とづき、 西と東の教えが相互討論することで国家の安寧に寄与すると考えてい



る。高宗が当初、 両者を延康坊に建設しようとしたのも、 こうした思想にもと

づく設計だったのである。

以上、 東明観の設立に関わる事情を考察してみた。つづいて、 唐の長安道教

の一端たる東明観と そこに関わる道士の状況を、 当時活躍した道士の墓誌に

よって具体的に考察してみたい。 その墓誌とは、 10数年まえに新出の「東明

観孫思墓誌」である。この墓誌の墓主である孫文儒は、 従来から重要人物であ

ることが史料から窺えた。 そのため、 新出墓誌と従来の史料とを総合して検討

することができる。

「東明観孫思墓誌」について

まず発表された「東明観孫思墓誌」を掲出する（拓本写真にもとづく。下線

は筆者）
．＂。

大唐故東明観孫法師墓誌銘井序

法師諒思，字文儒，榮安人也。徒居郡焉。緒自周王，裔夫呉主，瑯邪内史牧，

器重於鴬代；光禄 大夫謙，道謡於終古。稀康幽憤，終取婉於公和。殷浩忘喰，

宛知名於安國。家贅祖徳，紹武重 規。曾祖父積，並枕仁籍義，果行育徳，

不事王侯， 高踏林藪。青破千例， 玩渾石之凌臨；濁酒一杯， 賞煙花之汎濫。

氾騰志事， 常取性於琴書；夏統平生， 不辱身於郡府。法師深器局偉， 容儀

個償不凡滑稽多智， 論符秋水， 思若春泉。姫公孔父之書，衆妙真如之説，

嘗耳目所接，固終身不忘英。尤善老荘，兼綜文史， 童蒙求我， 導達忘疲。

昔在砂年， 妥慕仙範， 服勤至要， 少選無忽。年甫十六，以乾封二年奉

勅入道住東明観焉。以為鳳璽龍章， 瑣書玉字， 證乎道極， 直以身賓。以

長壽年中於蜀郡青城山，受三洞具法。法師患徳光時，徽風邁俗， 高潔之誉，

昭聞干天， 祗鷹 帝裔， 奉若 明命。萬歳通天元年四月奉 赦観

明堂 、 ／ 汗干 じ畏 二 四 奉 ヽ デ ‘ ‘ ‘
B 

‘
詞駿稜 雄雛 飛 上士 自然＇ 聴；隷苑 僧 於絃杜口 景龍三

年二月奉 軟於太白山及昆明池等投金龍玉璧， 景雲元年八月奉 教於嵩

岳及北祁山老君廟等建金録賣齋。所以精祈介福， 大庇群有，遂得彩雲叢見，

用表休徽白鶴群翔， 式施嘉既方異週浮， 真氣恒吐， 陰於丹庭， 遠扇震

風。毎揚芽於緯府， 登意仙官拝職， 将僻六合之間；賓界宣遊， 俄霧九天之

上。以先天二年十月九日子時遷化， 春秋六十有三。即以其月二十二日痙杖

罵於長安馬祖原祠也。法友揮漉感雲紹之不駐；門人衡悲欲風駅之云

選。慮居詣易謝， 冥漠難求， 勒桂巖之幽石， 紀松子芳猷。其銘曰：

英英上士， 選遂仙材。縦辮 丹腋， 飛贅紫台。天書忽召， 羽駕相催。空
憶華表， 千年復来。

宗盟異姓為後， 陛下宗承柱
下。 今日竪義。 道士不得不
先。 又夷夏不同客主位別。
望請道士於先上座」。 帝沈
獣久之 」。『大正蔵』 第 52巻、
2104、 388頁。

注 14…『釈氏稽古略』巻
3「戊午顕慶三年六月十二
日 ， 帝創西明寺成。 十三日
帝出繍像長幡送寺次奉。 尋
召僧道各七人入百福殿， 共
談名理以相啓沃， 復各賜坐
論議。 全文備載南山宣律師
論衡」。『大正蔵』第 49巻、
2037、 817頁。

注 15… 『集古今仏道論衡』
巻丁「顕慶三年冬十一月，
上以冬雪未零憂労在慮， 思
弘法雨祈雪降。 妥構福場故

能静虚中禁廣厳法座。 下救
召大慈恩寺沙門義褒， 東明
観道士張恵元等入 内 ， 於
別中殿講道論始子斯時
也。」 『大正 蔵』第 52巻、
2104、 388 頁。

注 16… 異説として、 乾封
元年(666)の高宗の封禅
のあと、 太宗及び文徳皇后
のために東明観 を京師に作
ったという説が杜光庭『歴
代崇道記』にみえるが、 後
述する。

注 17…買梅「唐東明観 「孫
思墓誌」考釈 」 『碑林集刊』
第 10輯、 映西人民美術出
版社、 2004年、 50~56頁。
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注 18… 『歴代崇道記 』『道
蔵』第 11冊 2 頁。

注 19… 『猶龍伝』「極土木
之妙， 盛金碧之飾， 宏牡輪
奥， 未之有也」。『道蔵』第
18 冊30 頁。
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太歳癸丑十月辛卯朔二十二日壬子建

これを ク ロ ニ カルに整理すると次のよ う になる。

651 年、 生まれ。 孫文憫 は玄宗の先天 2 年（7 13) 10月 9 日に 「春秋

六十有三」で亡くなっているか ら、 永徽 2 年（651 ) の生まれである。

667 年、 入道。乾封 2 年 (667) に 17 歳で勅を奉じて入道 し、 東明観に

住 した。

692 ~693 年頃、 上清位を得 る 。 長寿年間は692 • 693 年であり、 この
間に四川の青城山で 「三洞具法 」つまり上清位までの法録をすべて受けお

わった。

696年、 御進講。万歳通天元年 (696) 4 月に勅を奉じて洛陽の明堂で則

天 武后に講義を した。

708 年、 仏道論争。景龍 2 年 (708) 4 月に勅を奉じて、 長安城宮城の内

廷の奥の殿堂である甘露殿において、 仏道の優劣を仏僧と議論 し、 相手を

黙 ら せた。

709 年、 投龍簡。景龍3 年 (709) 2 月に勅を奉じて太白山と昆明池な ど

で金龍玉璧を投げる投龍簡の儀礼をおこなった。

710年、 金録斎。景雲元年 (7 10) 8 月に、 勅を奉じて嵩山と北 祁山老君

廟などで金篠斎を挙行 し た。

7 13 年、 遷化。 10月 9 日に亡くなり、 10月 22 日に墓誌銘が作 られ、 長

安馬祖原に埋葬された。

以下、 問題となる項目ごとに論じる。

667 年の入道

乾封 2 年 (667)、 孫文憫が勅命によって入道 し たのは、 この前年の乾封元

年 (666) におこなわれた高宗の封禅を祝福するためではなかろ う か。『旧唐

書』巻5「高宗本紀 」によると、 高宗は泰山の封禅を終えたあと、 2 月に奄州

にまわって、 みずか ら老君廟に幸 し、 太上玄元皇帝を追号 した。杜光庭の『歴

代崇道記』によると、 そのとき、 太宗皇帝と文徳皇后のために長安に東明観を

造ったとい う
・18。前述の東明観の設立事情を考慮すると、この記事はお そ ら く、

すでに建て られていた東明観に何 らか増築 したことを述べているのだろ う 。買

善翔の 『猶龍伝』によれば、 このときの東明観は「土木の 妙を極め、 金碧の飾

を尽く し、 宏壮輪奥たること未だこれ有 ら ざるなり」 とのことである
・ 19。つ

まり、 封禅を祝って東明観の増築があり、 記念行事の際に童子の入道儀礼が挙

行され、 孫文儒はその一人と して入道 し たのではなかろ う か。

封禅は本来、 国家祭祀であって道教の儀礼ではない。 しか し高宗は、 泰山封

禅のあと老君に太上玄元皇帝を追号 している。つまり、 封禅の実施にあたって



道教界の協力を得ていたのである。 その一例として劉道合をあげることができ

る。 『旧唐書』 巻 1 92 によれば、 陳州宛丘の人である劉道合は、 初め溜師正と

ともに嵩山中 岳に隠棲 していたが、 高宗が彼の令名 を聞いて太一観を造 っ て

や っ た。 そののち彼は洛陽の内道場に入り、 高宗が泰山の封禅をおこなうまえ

に、 洛陽宮城内の儀鸞殿で止雨の術をおこな っ て成功した。 そして、 封禅の実

施に先んじて、 泰山に行っ て予祝したという •20。孫文偶は、 このような情勢

の下で、 勅命によ って皇太子にちなんだ東明観に入道したわけである。

692 ~ 693 年頃に上清位を得る

孫文｛篇が三洞位を得た四川の青城山は第5大洞天である。これは、 長安の

皇族と結びついた権威的な道観と青城山の関連を示す比較的早い例である。こ

ののち、 開元 1 2 年 (724) から 18 年 (730) ころに、 青城山で道教徒と仏

教徒とのあいだの騒乱がおこっ たが、 玄宗が直接指示して官僚と道士らを派遣

して調停させた。 そのメ ンバーの 1 人に「東明観主の王仙卿」 という道士が

いる。「青城山常道観勅並表」によると、 「金紫光禄大夫・・ ・ （職名 ） …草絹、 中

大夫…（職名 ） …張奉及らは、並びにみずから聖 旨を奉じて、 検校内供奉精勤

道士の東明観主王仙卿をして、 この青城丈山霊山に就きて修斎設醜して並びに

龍璧を奉ぜしむ 」という •21。この記事は開元 18 年 (730) 6月のことである。

王仙卿は玄宗との関係が密接で、 開元 1 4 年(726) に玄宗が北 祁山の玄元皇

帝廟を修築したときに も玄宗に招かれて参加している
＊
22。このときは 「峨媚

の王仙卿」と称せられている。彼はもともと四川の第七小洞天たる峨媚山の道

士だ っ たので、 青城山にも関係があっ たのであろう。孫文偶の墓誌によれば、

それより約30年前から、 東明観の道士は青城山で修行をおこない、 そこで最

高の位階を授かるルー トを持っ ていたことがわかる。あるいは、 東明観の李栄

が峨媚山に縁のある道士だっ たことと関連があ っ たとも考えられる
＊23

0

696 年の御進講

墓誌では御進講を生涯の功績としているが、 それは洛陽の明堂でおこなわれ

た特別な御進講だ っ た。 明堂とは、 天子が天と結びついて政治をお こ なう場で

ある。高宗のときには建立に至らず、 則天 武后が垂棋四年 (688) に万象神宮

という明堂の建築物を建てた。 その高さは約 90メ ー トルもあっ たという。こ
の建築物は本来、 儒教が帝王に要請する大享の祭祀や大赦 ・ 改元 ・ 政令の発布

などをおこなう場である
＊
24。しかし則天 武后は、載初元年 (690) 2 月に 『孝経』

の講義とともに、 侍臣および仏僧 ・ 道士らに順次論議させている
＊25。つまり、

孫文偏が御進講する6年前から、 明堂で儒者と道士と仏僧による議論がおこ

なわれていたのである。 則天 武后は、 同年 9 月に国号を周に改め、 皇帝に即

位した。この万象神宮は、証聖元年(69 5) 正月に焼失したが、す ぐに再建され、

注 20… 道士劉道合者， 陳
州宛丘人。 初興溜師正同隠
於嵩山。 高宗聞其名 ， 令於
隈所置太一観以居之。 召入
宮中， 深尊禰之。 及将封太
山 ， 屈久 雨， 帝令道合於儀
鸞殿作止雨之術， 俄而鑑朗 ，
帝大悦。 又令道合馳偉先上
太山， 以祈福祐」。中華書局、
5127 頁。

注 21… 「青城山常道観勅
井表」， 「金紫光禄大 夫 …

（職名） … 茸組 ， 中大夫…

（職名） …張 奉及等， 井親
奉聖旨 令検校内供奉精勤
道士東明観主王仙卿 ， 就此
青城丈山蓋山修齋設醜井奉
龍璧」。 陳垣 『道家金石略』
陳智超、 曾慶瑛校補、 文物
出版社、 1988 年、 111 頁。

注 22 • • • 禁瑶 「張探玄 碑 」
陳垣『道家金石略』 136 頁。

注 23・・・王維 「大薦福寺大
徳道光禅師塔銘」 に 「禅師
緯道光、 本姓李、 綿州巴西
人。 其先有特有流… • • •大父
懐節、 隠峨媚山、 行無轍迩。
其季父 栄為道士、 有文知
名」 とあ り 、 李栄の父親は
峨媚山に隠棲した。『全 唐
文』巻327、 上海古籍出版、
1990 年、 1464 頁。

注 2 4… 則天武后の明 堂に
ついては、 Antonino Forte, 
Mingtang and Buddhist 
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Estremo Oriente/EFEO 

(Serie Orientale Roma, 59 
; PEFEO, 1 45), 1988. 明 堂

の中国思想史における変遷

は、 南澤良彦 『中国明堂思

想研究』 （岩波書店、 2018
年 2 月 ） に 詳 し い。

注 25 … 『旧唐書』 巻 22 「礼

儀志」 「其年二 月 ． 則天又

御明堂， 大開三教。 内史邪

文偉講孝経． 命侍臣及僧道

士等以次論議． 日戻乃罷」。

864 頁。

注 26… 「岱嶽観碑」 「大周

萬歳通天爪年． 歳次丁酉，

東明観三洞道士孫文偶， 奉

天oo金輪聖神皇帝陣月 伍日

勅． 将侍者挑欽元詣此嶽観

祈請行道。 事畢， 敬造石天

尊像壼謳 並弐真央侍． 庶

絃景福 永奉聖射， 聯記其

年， 因偉不朽 ……」 『道家

金石略』 81 頁。

注 27・ ・ ・ 『全唐文補遺』 呉

鋼主絹、 映 西 省 古 籍 整 理

辮 公 室 編、 三 秦 出 版 社、

1994 年、 434 頁。 「 尊 師

俗 姓 侯 氏． 誰敬忠， 鄭州

管城人也。 ー 師志行□厚，

常習道藝。 龍朔二載 容宗

帝降誕 日． 口 出家焉， 便居

鄭 崇 霊 観。 — 賜 和 帝 永 隆

二歳． 捨其代邸 列以元儲．

遂置弘道観。 一ー 通天年．

契丹叛逆． 有救祈五岳． 恩

請神兵冥助。 尊師衝命衡霧．

遂致昭感。」
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天冊万歳 2 年(696)に竣工すると、 4 月 から年号を万歳通天とした。 孫文偶

が御進講をおこな っ たのはこの年である。 したがっ て孫文偶は、 新たに建っ た

明堂の竣工を記念する活動の一環で道教経典を講ずる役割を担 っ たのである。

この明堂は通天宮と号されたが、 「通天」 とは 「洞天」 と同意であり、 則天武

后が嵩山な どの洞天における投龍簡の儀礼を好んだことと一脈通 じるものがあ

る。

御進講の翌年となる万歳通天 2 年(697)に、 孫文憫は則天の勅命を奉 じて

泰 山 に て 道教儀礼を執行し、 天尊像と二真人像を造 っ て いる •26。 これはおそ

らく投龍簡をともなう金篠斎をおこなっ たので あろう。 この祭礼は契丹の反乱

と関係する可能性が考えられる。 「大唐大弘道観主故三洞法師侯尊誌文」
・
2

7 に

次のようにあるのが参考になる。

尊師の俗姓は侯氏， 緯は敬忠， 鄭州管城の人なり。 ー 師は志行口厚にして，

常に道藝を習う。 龍朔二載 容宗帝の降誕 日 に， 口 出家し， 便ち鄭の崇霊

観に居る。 ー 和帝の永隆二歳に属り， 其の代邸を捨して， 列するに元儲

を以てし， 遂に弘道観を置く。 一ー 通天の年， 契丹は 叛逆すれば， 軟有

りて五岳に祈り， 神兵の冥助を恩請せんとす。 尊師は命を衡霧に衡み， 遂

に昭感を致す。

これによれば、 侯敬忠という道士は、 龍朔 2 年(662 )に容宗の生誕を祝っ

て出家入道した。 その後、 和帝の永隆 2 年(681、 10月 に改元） に洛陽に弘

道観が設置され、 そこに務めた。 万歳通天の年(696)、 契丹の反乱で、 神兵

の冥助を祈願すべく、 五岳に祈る勅によって衡山と雷山に赴き、 金篠齋を挙行

し、 それで神護を得たという。 これは、 696年 5 月 、 営州で李尽忠と孫万栄

が反乱をおこし、 8月 に唐軍を大破したが、10月 に李尽忠が病 死したこと（『資

治通鑑』巻205)をい っ て いると思われる。 契丹の反乱を抑えるために名 山

での道教祭祀による祈祷がおこなわれたことがわかる。

さて、 契丹の反乱はその後も続いた。 697年 3 月 、 孫万栄は再び唐軍と東

映石谷で交戦して壊滅させた。 5 月 に入 っ て唐軍は態勢を立て直して反撃に出

る。 孫文憫の泰山における祭礼 は、 この時期におこなわれている。 その後、 6

月 下旬に唐軍が孫万栄の城を落とすと、 契丹軍は敗走し、 孫万栄は 「唐に帰せ

んと欲すれば、 罪已に大なり。 突厭に帰すれば亦た 死す、 新羅に帰するも亦た

死す。 将た安くに之かんや」 と嘆いているところ を部下の手で斬首された（『資

治通鑑』巻206)。 つまり、 孫文偶の祈祷が実を結んだかたちにな った。

708 年の仏道論争

708年にはすでに則天武后は退けられ、 容宗の時代にな っている。 容宗は、



則天武后の信任を得ていた孫文偶への重 視を継承したこ と がわかる。

東明観は、 早い時期から仏道論争の根拠地 と なっていた。 東明観には、 道士の

凋黄庭 と 李栄の碑があった と いうが •28、 李栄は高宗時期に仏教攻撃を展開し

た道士であった。 その一例 と して 『冊府元亀』巻599 の記事が挙げられる。

上官儀は弘文館学士 と 為る。 顕慶五年 (660) 六月、高宗は斉聖殿に御し、

儀（上官儀） 及び呂オ ・ 直学士李玄植 ・ 道士張恵元 ・ 李栄 ・ 黄玄帰及び名

僧らを引いて御前に於て講論せ し む。 李玄植に命じて講座に登って 『易』

の題を発し、 呂オ ・ 李栄らは次を以て問難し、 経義を敷揚し、 時を移して
乃ち罷む •290 

ここでは、 儒家が 『易』 を講義 して、 それに対 して道士 と 仏僧が議論してい

る。 あたかも、 則天 武后が載初元年 (690) 2 月に明堂において 『孝経』の講

義 と ともに、 侍臣および仏僧 ・ 道士らに順次論議さ せた行為（前掲） はこれ と

似ている。 則天 武后はこの行為を明堂においておこなうこ と で、 高宗のやり方

を継承しつつ、 このような論議がもつ国家安寧の象徴的意味を強化しよう と し

たのではなかろうか。 東明観にはこのような役割があったからこ そ、 孫文偶の

墓誌に 「姫公孔父之書， 衆妙真如之説， 嘗耳目所接， 固終身 不忘芙（周公孔子

の儒家の書、 老子 ・ 釈迦の教え、 耳目に ふれたものは、 一生忘れない記憶力の

持ち主）」 と 、 道士の彼が儒教 • 仏教の説にも通暁 していたこ と を強調 している。

と ころで、 高宗の道仏帰ーの思い と は裏腹に、 李栄 と いう道士の態度は感情的

で、 仏教を心底憎んでいたようであった。 総章中 (668 ~670) に長安の名

刹たる興善寺が火事で焼けた とき、 李栄は仏教界の不幸を喜んでいる •30

東明観の道士が仏教を攻撃するのは、 東明観の設立事情も関わっているよう

に思われる。 東明観はも と も と 西明寺 と と もに一つの坊に造る という勅命 だっ

たこ とは前述した。 延康坊を占有 して西明寺を建て、 勅では同じ坊に建てるは

ずだった道観を、 玄奨が用地不足を口実に どかせた。 これは、 その後に東明観

の道士が口汚く仏教側を攻撃する伏線 と なったのだろう。

『道教霊験記』「木文天尊見像験」 には、 開元 7 年 (719) のこ と と して、 次

のような故事を載せる •31。 四川の寺の柱から切り出された天尊が長安の玄宗

の内殿に進められた後、 東明観に安置され公開された。 仏僧たちは、 天尊は寺

の柱から切り出されたのだから維摩詰像 だ と 主張して、 道観にあるこ とを非難

した。 玄宗は、 天尊の冠が維摩詰ではなく太一天尊のものだ と 鑑定して、 引き

続き東明観に置かせた。 そのため西明寺の僧徒が力士を雇って夜間に それを盗

みだ させた。 ところが、 天尊をかついで遠くまで歩いたはずなのに、 気がつく

と東明観の前に戻っていた。 そのため、 全員逮捕 されたが、 玄宗は罪を不問に

付した という。

注 28…『両京城坊考 』同前。
『金石録』にはまた別に「唐
東明観道士茄法師 碑， 長安
四年(704)立京兆」 とあ
るが， 茄法師の事跡は不明。

注 29… 『冊 府 元 亀』巻
599 「上官儀為 弘 文 館學
士， 顕慶五年六月， 高宗御
齊聖殿 引儀及呂オ、 直學
士李玄植、 道士張恵元、 李
榮、 黄玄蹄及名僧等於御前
講論 命李玄植登講座獲
《 易 》 題， 呂オ、 李榮等，

以次問難， 敷揚経義， 移時
乃罷」。 鳳凰出版 社、 2006
年、 691 2 頁。

注 30・ ・ ・ 『大唐新語』 巻 1 3
「京城流俗， 僧 、 道常争二
教優劣， 遁相非斥。 継章中
興善寺為火災所焚， 尊像蕩
盛。 東明観道士李榮因詠之
曰 ： 「道善何曾善， 云興遂
不興。 如来燒亦壷， 唯有一

窒 僧 。」 時人雖賞榮詩， 然
贅稲従此而減」。 中華書局、
1984 年、 190 頁。

注 31 … 『道教霊験記 』 「木
文天尊験」 「木文天尊者，
開元十七年， 蜀州新津縣新
興居寺， 四月八日設 大齋。
察食之次， 有一道流後至，
就恩中坐， 恩人軽侮之， 不
輿設食。 齋畢， 道流起入佛
殿中， 良久不出。 人皆異之，
争入殿尋求， 無復縦跡。 忽
見道流隈形在殿柱中， 隠隠
分明。 以刀斧削之， 益加精
好。其像於殿柱中自然而見：
高三尺五寸以来， 雲冠霞衣，
執手燻賣香， 右手姓香於煙
上。 冠 中有鳥， 如鴛鵞形。
足下方頭履， 履下蓮花， 花
後荷葉， 上有神亀之形。 左
肘後有雲片連扇 光中有青
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龍之首。 右肩之前有虎形，

逗顧於左。 此外周身火烙，

如太一天尊， 眉髯髪髪， 細

於園班。 自外続身， 有雲葉

天花， 一十二虐。 頭光之上．

有大花如蓋， 以窟其身。 長

史張敬忠具以上聞， 赦内官

林昭隈就川迎取像柱， 令作

賽輿， 好好竪安。 至京， 進

於内殿． 上射親祠謁。 三 日

大齋認 令衛尉寺於東明観

陳設， 宣送天尊就観安置。

大開道場 許臣庶贈祠。 イ乃

今雨街大観， 毎慮作道場七

日。 是時 僧等上表抗論云 ：

寺中示見， 必是維摩詰之像，

非閣道門所有。上令宣示曰 ：

朕観像柱之上， 是天尊之冠．

非維摩詰巾也。 僧等既葱於

妄奏 乃雇有力之士， 使於

東明観道場中籟之。 既供養

数 日 ， 人心怠倦， 力士夜於

道場中抱取像柱， 以絹縄繋

縛， 負之而行。 出観院之外，

歴街坊極遠， 約十餘坊． カ

疲而坐歌。 須央既暁， 只在

道場之前， 恩遂檎之。 訊其

所以， 乃西明寺僧召募三十

人， 令其籟取像柱。 具事密

奏 明皇不令尋究， 牧像柱

於大内。 其後模窯絹本， 宣

賜諸道及宰臣焉」。 羅争鳴

輯校『杜光庭記伝十種輯校』

中 華 書 局、 2013 年、 191

頁。 『道蔵』第10 冊8 1 4頁，
『雲笈七鍛』 巻 118、 2593
頁に も載せる。

注 32… 姜捷 「関子定陵陵

制的幾個新因素」 『考古与

文物』 2003 年第 1 期、 69
~74 • 83 頁。

注 33• • •拙稿 「開元期の長

安道教の諸問題」 日 文研叢

書第 42 集、 共同研究報告

書 『古代東ア ジア交流の総
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この故事は、 東明観が玄宗時期にも皇族と直接結びついており、 西明寺を代

表とする仏教側との仏道論争における道教側の代表の役割を担っていたことの

反映であろう。

7 1 0 年 8 月 の金篠齋

孫文偶による、 景雲元年の嵩山と北祁山での祭事は、 中宗の崩御(710年 6

月 ） および草后に対する李隆基（玄宗） らの ク ーデタ ーに関連 したものではな

かろ う か。 当時の事情や道教活動をふまえてみてみると、 そのよ う に思われる。

玄宗の 「誅草氏制」 に挙げられた、 草后に対する李隆基の ク ーデタ ーに協力 し

た人物のなかに 「東明観道士凋処澄」 がいる。 この人物の事跡は不明だが、 東

明観の由来となる太子李弘は玄宗の義理の父であり、 その道観の道士が玄宗の

ク ー デタ ーに参加 していたことになる。 彼の役割は、 おそらく実際の暴力行為

ではなく、敵の呪伏ない し勝利祈願といった法術による貢献にあったのだろ う 。

これにより、 東明観が権力闘争において玄宗側についていたことがわかる。

孫文偶の景雲元年(710)8 月 の金録斎のあと、 1 1 月 に中宗の埋葬が挙行

された。 そのとき 『五錬経』（『道蔵』の 『太上洞玄霊宝滅度五錬生戸妙経』）

の 「中央天文」 が埋葬儀礼に使われた。 それを雲策で刻んだ石が中宗の墓所で

ある定陵から出土 している •32。 この雲豪の文字 内容は容易に読解できないが、

私見によれば、 太清観の道士だった張萬福の 『霊宝五錬生戸斎儀』にみえる翻

訳文と一致 している
＊33。 このことから、 毒殺された中宗の身体の 「錬度」（身

体の練り直 しの儀礼） は、 張萬福をは じ めとする、 当時設置されたばかりの太

清観の道士によっておこなわれたと思われるのである。

ところで、 道教経典の一切経音義に附録 した 『一切道経音義妙門 由起』の序

文である玄宗 「一切道経音義序」 で、 玄宗は 「諸観の大徳」 を列挙 しているが

•34、 その一人と して孫文偶の名を挙げている。 そこでは東明観ではなく 「太清

観法師」 となっている。 『一切道経音義』 の編纂は、 先天元年(71 2) 8 月 か

ら 1 2 月 の間と考えられるから •35、 彼はそれ以前に東明観から太清観に異動 し

たことがわかる。 いつ東明観から太清観に異動 し たのか。 『長安志』巻 10に

はつぎのようにある。

次の南は金城坊。 … • • •東南隅は開善尼寺。 ……寺の北は隕太清観。 本もと

悸逆庶人の宅。 初め安楽公主を封ずるも、出でて武三思の子の崇訓に降 ぐ。

誅せられ し後、 休祥坊より宅を此に移す。 改めて武承嗣の子の建秀に適 ぐ

も、 誅せらるに及び し後、 勅ありて太清観道士の史崇玄はここに居す。 崇

玄は先天二年を以て謀逆 し て法に伏す。 其の観は遂に廃せらる •360

これによれば、安楽公主が休祥坊（金城坊の北面） から金城坊の東南隅にあっ



た開善寺の北（頒政坊の西対 面） に移った。 しかし安楽公主は、 7 10年6月、

草后ら と 謀って中 宗を毒殺した（とされる） 。 それで、太平公主 と 李隆基（玄宗）

らが安楽公主らを誅殺した。右の『長安志』巻 10の説明による と 、「惇逆庶人」（安

楽公主） が 7 1 0 年に李隆基（玄宗） に誅殺されたあ と 、 史崇玄が彼女の邸宅
に入った。 この邸宅は壮麗を極めていた と い う •37。 この邸宅が太清観 とされた。

したがって、 金城坊の太清観は、 710年6月以降に設けられたのである。

と なる と 、 孫文偶が東明観から太清観に 異動したのは、 安楽公主の邸宅が太

清観 とされた 7 10 年 6 月以降、 『一切道経音義』 が編纂された先天元年 (7 12)

8 ~ 12 月より以前 と なる。 つまり孫文儒が 7 10 年 8 月に 嵩 山 と 北 邸山で祭

事をおこなった と きは、 太清観の道士 と なっていた可能性 がある。 中 宗の埋葬

を担当したのが太清観の張万福だ と すれば、 孫文偶も太清観設立時に東明観か

ら異動し、 その後、 張萬福ら と国家事業 と しての 『一切道経』 の編纂 ・ 校訂の

仕事に預かった と 考えるのが穏当だろ う 。これだけ地位の高い道士であるから、

東明観では観主だった と 考えられるが、 史崇玄の 「妙門由起序」 には、 東明観

主 と して寇義待 と いう道士の名 もみえる。孫文偶の後継者 だろうが、 寇義待に

ついては、 『混元聖記』 巻 8 に「朝散大夫孫瑞奏状」を引いて、 次のような話

がある。 儀鳳 3 年（678) 4 月 4 日に高宗の勅命で道士の鄭元隠が洛陽の北 祁

山の 「清廟 」（玄元皇帝廟） で祭事をおこなった。する と 、 5 月 1 日に廟所の

東門に老君が現われ、 そこに いた道士の寇義待 と しばらく話をした と いう
＊38

0

寇義待が東明観主 と して 『一切道経音義』 に参加したのは先天元年 (7 12) だ

から、 彼は 30 数年前の若き日に老君の奇跡にあずかった と される名 道士だっ

たこ とがわかる。

71 3 年の遷化

先天 2 年 (7 13) 7 月 3 日に史崇玄が謀反のかどで逮捕され、 太清観は廃止

された。 孫文偶は その直後、 東明観に復帰し、 同年 10月 9 日に亡くなった。

史崇玄に協力していたのに、 立派な墓誌銘が刻され、 赫赫たる経歴が伝えられ

た と いうこ とは、 史崇玄に連座せずに済んだこ と を意味する。 つまり、 太清観

の道士で史崇玄に協力していた道士でも、 必ずしも連座で処罰されたわけでは

なかったこ とがわかる。

結語

最後に、 東明観の道教文化史的な重要性に ついて述べて結語 と したい。東明

観の文化的役割も、 対 をなす西明寺から類推できる側面があるのではなかろ う
か。

西明寺では、 顕慶3 年6月に落成したあ と、 高宗は勅を下して、 盛大な儀

合 的 研究』 2008 年、 365

~ 395 頁。＇

注 34… 「一切道経音義序」
『道蔵』 第 24 冊 7 20 頁。

注 35• • • 雷聞 「唐長安太清
観興 《一 切道経音義》 的
編纂」『唐研究』 第 15 巻、
2009 年、 199 ~ 226 頁。

注 36…『長安志』巻 10 「次
南金城坊。 • … • 東南隅， 開
善尼寺。…• • •寺北際太清観。
本悸逆庶人宅。 初封安榮公
主， 出降武三思子崇訓， 誅
後， 自休祥坊移宅於此， 改
適武承嗣之子延秀。及誅後，
救太清観道士史崇 玄居焉。
崇 玄以先天二年謀逆伏法，

其観遂麿」。 336 頁。

注 37…『旧 唐書』巻 183

「外戚伝」 「磨秀祥坊宅， 窮
極牡麗， 努蔵為之 空 喝 」。
4734 頁。

注 38… 『混元聖記』巻 8『道
蔵』 第 17 冊 857 頁。
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注 39…『大 唐大 慈恩寺三
蔵法師伝』 巻 1 0『大正蔵』
第 50 巻 275 頁。

注 40…『大 唐大 慈恩寺三
蔵法師伝』 巻 1 0 「勅先委
所司簡大徳五十人侍者各一

人。 後更令詮試業行童子
ー百五十人擬度。 至 其 月
十三日 、 於寺建齋度僧。 命
法師看度。 至秋七月十四日、
迎 僧 入寺」。 同前。

注 41•• 道宣『大 唐内典録』
巻 10『大 正蔵』 第 55 巻
337 頁。

注 42 · •藤善真澄 「晩年の
道宣」『道宣伝の研究』 京
都大学学術出版 会、 2003

年。

注 43• • 李栄の著書と 「虚」
の思想につ いては、 砂 山
稔『隋 唐道教思想史研究』
( 1 990 年、 平河 出 版 ） 第
7 章、 327 ~ 33 1 頁 を 参
照のこと。

注 44…『集 古今仏道論衡 』
巻丁。

注 45・・・ 「一切道経序」 「孝
敬皇帝… …今者黄離遠殖，
碧題玄虚。 翔鶴可覇， 奄促
瀞仙之駕 ； 難鳴載響， 無復
入謁之期。 … …故展哀情，
為窯 《一切道経》 ttt六部」。

『中華道蔵』第 5 冊 601 頁。

注 46… 「賀窯道徳五本表」
『全唐文』巻962。
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礼を も っ て玄奨を慈恩寺 から西明寺 に迎えさせた •39。7 月 に訳経僧 の グルー

プ 50 人が入寺 "°、 道宣 (596 ~ 667) ら学僧 も 寺 に 入 っ た。 そ の年に大蔵

経 799 部 336 1巻を収蔵 •41、 この一切経の管理において、 道宣は 『大唐内典録』

を編纂するとともに、 一切経からの抜書きである 『諸経要集』 20巻を編んだ。

同じく西明寺の道世の 『法苑珠林』 100巻 も 、 ここに 収蔵された一切経を読

んで撰述編纂された •42。このような例 からわかるように、 西明寺は、 仏典翻

訳の場および仏教教学の研究機関 ・ 図書館として、 長安において中心的な役割
を当初から担 っ ていたのである。 だとすると、 道教界における似た役割を東明

観が持っ ていたのではなかろうか。

仏教 と の論争では、 東明観の道士が担当する場合が多か っ たこ とは前述の と

おりである。とく に李栄は、 顕慶 2 年 (657) から 5 回 に わたっ て仏道論争

に参加している。彼の著作として、 『道徳真経注』 『荘子注』 『西昇経注』 『洗浴

経』 などがあっ た '43。道宣は彼のことを 「老宗の魁首」 と称している "440

西明寺 と の対照で考える と 、 東明観は道教の 一切経を所蔵 していたのではな

かろ う か。敦煽本 S. 1 5 1 3「一切道経序 」によれば、 太子李弘が上元 2 年（675)

に病没したのを哀悼して、 高宗の勅命で 『一切道経』が編磁されたよ う である

•45。この 『一切道経』 がどこに所蔵されたか明言されていないが、 当初から太

子のために建てられた東明観がそれに ふさわ しい。の ち のこ と になるが、 『一

切道経音義妙門由起』 の玄宗の序文に、 太清観 ・ 東明観 ・ 玄都観 ・ 宗聖観とい

う 長安の道観名 が挙げられている（他所では洛陽の福唐観と緯州 の玉京観）。

これらは一切道経の収蔵と関連していると考えてよいと思われる。この 一切道

経 と高宗勅命の一切道経は同一の も のではないが、 要するに、 東明観は一切道

経を所蔵するだけの資格を備えていたとはいえる。天宝 10載の 「賀窯道 徳五

本表 」によれば ｀尺 玄宗が命じた 『道徳経』の写本 5 本は「太清宮 ・ 興唐・東明 ・

龍興観に各おの 一本を置く 」とされている。この例からも、 道教経典を特に収

蔵する場 として東明観が候補になっ ていたことがわかる。

以上の考察から、 長安の東明観は、 高宗の勅命で建立され、 皇族の血縁の追

福や病気治癒の祈祷を担 っ た、 豪華絢爛で巨大な権威的道観だ っ た。ほぼ同時

に建設された西明寺とペアであり、 建築設計が西明寺に倣っ ただけでなく、 西

明寺を代表とする仏教界との論争における道教界の代表的な道観であり、 一切

経の収蔵などにおいても重要な道観だ っ たこ と がわかっ た。そ の東明観の道士

である孫文偶の事跡を分析することで、 則天 武后から容宗 ・ 玄宗の時期に東明

観が皇帝と直結して、 国家鎮護のための道教活動をおこな っ ていたことが具体

的に理解できる。


